







































































































































































































②性別  男性407%(33人)、 女性568%(46人)、 不
明25%(2人)。
③現在の仕事の勤続年数  1年未満185%(15人)、
1年以上 3年未満22.2%(18人)、 3年以上 5年未満
210%(17人)、 5年以 117年未満136%(11人)、 7年
以上 9年未満86%(7人)、 9年以上11年未満62%
(5人)、 11年以1125%(2人)、 不明74%(6人)。
④職種  介護職員593%(48人)、 生活相談員29.6%
(24人)、 看護婦37%(3人)、 管理者2.5%(2人)、 栄
養 if1 2%(1人)、 不明37%(3人)。
⑤取得資格  全体のなかで介護福祉±42.0%(34人)、
ホームヘルパー2級173%(14人)、 社会福祉±6.2%




































































































































「よく理解 しているJ   346%
「半分くらい理解 している」136%
「理解していない」   259%




「いる」   815%








「一人が決める」          74%
「複数が役割分担」         111%
「全員と一人の強い意見の両方」   62%
「話あいの不足」          49%
「その他」             37%







「いるJ    321%
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来志向の方法であり 4 介入による変化 5 改善および
関係への巻き込みを伴い 6.研究と行動と評価が循環する
連結過程と考え 7 関係者は変化の過程に参与し、かつ研
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けるパワ ・ー バランスの変化をもたらすことを意図した職員研修を通 じて、第一線職員のエンパワーメン
トを図ることがねらいである。
An individual assistance plan (care plan) in day care service:
For empowerment through personnel training
OKITA Kayoko
This research should encourage the personnel's consciousness towards the con-
text of the structure and the function of a care-services enterprise organization,
in connection with an i.ndividua-l assistance plan for day care service, and it shows
the necessity of empowerment to produce change at the scene.
The aim of this research is, to empower the personnel at the forefront through
the staff development program, giving consideration to the changes in the organi-
zation's balance of power, and to aid the action plan and its circulation of evalua-
tion research, for the personnel engaged in care to tackle their job activeiy.
